
 

 



  

 ともに歩む、ともに生きる 

 

 

 社会福祉法人さんようの原点は、夫の辰川自光（外科医）が福山の地で透析医療の充実の

ため有床診療所を開設した１９７８年４月３日にあります。その後、医療法人辰川会として

診療科の充実や、入院ベッドの増床、外来透析専門施設（２か所）開設など、地域医療に寄

与すべく取り組んでまいりました。 

 この間、経済発展や人口構造の変化などに応じて、社会保障制度も変わってきました。

２０００年には、高齢化社会を支える介護保険制度が始まり、医療と介護の新たな連携と分

担が問われる時代となりました。 

 そのような中、医療機関で急性期の治療が終わった高齢の患者様を支える場として、看取

りのできる「終の棲家」の必要性を感じるようになりました。また、たとえ障害や病気があ

ったとしても、社会の一員として尊厳を持って生活すべきであり、それができるという確信

もありました。これは、週３回の透析治療を受けながら子育てや仕事を継続し、生き生きと

社会生活をされている多くの透析患者様が身をもって示してくださったことでした。 

さらに２００６年、療養病床廃止の法案が可決され、山陽病院の介護療養病床を終の棲家

である「特別養護老人ホーム」に転換する道筋がつけらたことも後押しとなりました。その

後、医療法人内で慎重に論議を重ね、行政のご指導を得て、２０１１年に「社会福祉法人さ

んよう」を設立し、私、辰川和美が理事⻑を拝命して今日に至っております。 

法人設立に際しては、行政のご指導・ご支援とともに医療法人辰川会から、また、当時医

療法人辰川会理事⻑であった辰川自光個人から多大な資金の寄付がありましたことに、改め

て感謝の意を表します。 

理事長 辰川和美
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創立 10 周年を迎えて 
 

「ともに歩む、ともに生きる」の理念のもと、社会福祉法人さんよ

うを設立し、２０１２年４月に「地域密着型特別養護老人ホームくさ

ど」を開設して１０周年を迎えました。 

 この間、関係者の皆様にはいつも十分なご理解と温かいご支援をい

ただいておりますこと、この場を借りて心より御礼申し上げます。 

 ２０１７年には２つ目の「地域密着型特別養護老人ホームしんがい」

を開設し、特養くさどと同様に医療と介護の連携を強みとし、重度介

護の方や看取り期にある高齢者様を積極的に受け入れております。ま

た２か所の小規模多機能ホーム（つどおう家・のがみ）においては、

利用者のニーズに合わせて「泊り・通い・訪問」の機能を組み合わせ、

認知症になっても、介護が必要になってもできる限り⻑く在宅生活を

継続する支援を行っています。 

 ２０１９年に開設したグループホームおひさまでは、山陽病院の認知症外来や地域包括支援センター野上で認知症の相談をお受

けすることの多い関係上、オープンと同時に満床となり、常にご利用希望の問い合わせをいただき現在に至っております。また、

２０２２年４月には定期巡回・随時対応型訪問介護看護のサービスを特別養護老人ホームしんがい併設型で始め、要介護高齢者の

新しい在宅生活の在り方を支援する仕組み作りを始めています。 

 本来業務である高齢者の介護事業を展開すると同時に、認知症カフェや地域食堂などの地域福祉にも取り組んでまいりました

が、これも法人の理念を理解し、心を一つに頑張ってきてくれた職員一同の力があってこそと、感謝しています。 

地域に必要とされ、地域の人々に頼りにされる施設・事業所の運営に注力し、そのことがまた職員の喜びとなるような法人であ

るよう、職責を全うしてまいります。今後とも、変わらぬご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

広島県の東部地域に充実した透析医療を提供したいとの思いで、父で

ある辰川自光が透析中心の外科医院を開業してはや４０年以上が経ち

ました。その間、透析を続けて来られた患者の皆様が高齢となり、自宅

で暮らせなくなったり、認知症でご本人やご家族が困ったりするとい

う問題に直面したことが、介護事業に取り組むきっかけとなりました。

その後、少しずつ介護事業が軌道に乗り始めると、より多くの方のお力

になりたいという思いが強くなり、社会福祉法人さんようを設立しまし

た。気が付けば１０年の歳月が経過し、これまでの歩みを振り返ります

と感慨の念に堪えません。これも、地域の皆様にご利用いただき、多く

のお支えをくださいました賜物と存じます。関係者の皆様に、この場を

お借りして改めて感謝申し上げます。 

最後になりますが、このたび、特別養護老人ホームくさど、特別養護

老人ホームしんがいに続き、３箇所目となる特別養護老人ホームの開設許可をいただき、鋭意準備中でございますことをご報告申

し上げます。これからも地域の皆様のお役に立ちながら、皆様とともに発展していきたいと考えておりますので、今後とも何卒

よろしくお願いいたします。  

社会福祉法人さんよう 理事⻑ 辰川和美

辰川会グループ 最高責任者 辰川匡史 
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社会福祉法人さんようの設立１０周年にあたり、心からお慶び申しあげます。 

貴法人は、２０１１年７月に「ともに歩む、ともに生きる」を基本理念に設立され、

地域密着型の「特別養護老人ホームくさど」や「特別養護老人ホームしんがい」、認

知症対応型老人共同生活援助事業の「グループホームおひさま」などを開設されまし

た。また、「地域との共生」をテーマに、認知症の方やその家族、地域住⺠などが自

由に参加できる「オレンジカフェ」や「こども広場」の開放など、住⺠が交流でき

る場の提供にも積極的に取り組まれ、地域に根差した信頼される施設として、高い評

価を得てこられました。これもひとえに、辰川理事⻑をはじめ、関係者の皆様方の

熱意と御尽力によるものと深く敬意を表するものです。 

さて、介護保険制度のスタートから２０年余が経過し、高齢者の介護を社会で支え

る仕組みが定着してきました。また、この間、少子高齢化の進行、高齢者のみ世帯の

増加、家族や地域社会の変容に伴い、福祉ニーズが多様化・複雑化する中、多様な事

業主体の参入など、社会福祉法人を取り巻く環境は大きく変化しました。 

こうした中、本市では昨年、「福山市高齢者保健福祉計画２０２１」を策定し、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう

地域包括ケアシステムの深化・推進、地域共生社会の実現に向けた取り組みを進めているところです。 

貴法人におかれましては、新たに地域密着型の施設整備を計画されており、引き続き、「社会福祉事業の担い手」として中心的

役割を果たしていただくとともに、他の事業主体が対応できない福祉ニーズに応え、地域社会に貢献していただけることを期待

しています。 

終わりに、社会福祉法人さんようの益々の御発展と関係者の皆様方の御健勝を祈念し、お祝いの言葉といたします。 

 

 

社会福祉法人さんようの設立１０周年を心からお慶び申し上げます。 

 貴法人におかれましては、「特別養護老人ホームくさど」のほか、地域に根差した

多様な福祉サービス事業を展開され、高齢者福祉に対する需要に積極的に応えられ

ると同時に、認知症対応についても先進的な取組みを行ってこられました。 

 この度、設立１０周年という大きな節目を迎えられましたのも、皆様のご尽力の

賜物であり、⻑年にわたり本市における高齢者福祉の向上に貢献してこられました

ことに、深く敬意と感謝の意を表します。 

 さて、本市でも総人口が減少する中で、高齢化率は上昇していくことを踏まえ、

今後、更なる高齢者福祉の充実が必要となります。 

 こうした中、本市においては、２０２１年度からの３年間を計画期間とした「福

山市高齢者保健福祉計画２０２１」を策定し、「高齢者の人権が尊重され、健やかで、

自立し、安心して暮らせる共生のまち福山」の実現をめざして、介護保険事業や高

齢者に関する保健・福祉等に取り組んでいるところです。 

 市議会といたしましても、地域や関係機関等の皆様のご意見もお伺いする中で、一層の高齢者福祉の推進を図ってまいりますの

で、皆様方におかれましても、地域における高齢者福祉の拠点として、さらなるご尽力をくださいますようお願い申し上げます。 

 結びにあたり、社会福祉法人さんようの益々のご発展を心より祈念申し上げ、お祝いのご挨拶とさせていただきます。 

福山市⻑ 枝広直幹 様 

福山市議会前議⻑ 小川眞和 様
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社会福祉法人さんよう設立１０周年、誠におめでとうございます。 

辰川和美理事⻑はじめ職員の皆様のこれまでのご努力に改めて敬意を表します。 

１０年前を振り返りますと、当時、我が国の介護を取り巻く環境は、高齢者の急激な

増加、とりわけ医療ニーズの高い方や重度の要介護者が急増し、多くの課題が顕在化し

ていました。そのような中、介護保険制度の抜本的な見直しが喚起され、その後の地域

包括ケアシステムの提唱へと繋がる節目の時期でもありました。 

こうした大きな変革期に、社会福祉法人さんようは、時代の要請と地域社会の期待に

応えるべく、大きな使命感をもって設立され、独自性溢れる取り組みを積極的に展開し

て来られました。現在では、福山市のみならず県下においても、大変高い名声を得てお

られます。 

特に、同グループの山陽病院と連携した医療の提供、多職種連携、専門的な認知症ケ

アなど、個々のニーズに高いレベルで応えるサービス提供体制には大変定評があります。

オレンジカフェや認知症サポーター養成講座の実施、地域行事へのボランティア参加といった啓発活動や連携事業にも熱心に取

り組まれ、地域との強い絆も築いておられます。 

今後は、益々多様化する介護ニーズへの対応はもちろんのこと、影響の⻑期化が予測される感染症への対策や、慢性的な介護人

材の確保など、厳しい状況が続くものと拝察いたしますが、辰川理事⻑の強いリーダーシップと職員の皆様の団結力のもと、次の

１０年に向けてさらに大きく飛躍されますことを心よりご祈念申し上げ、祝辞とさせていただきます。 

 

 

社会福祉法人さんようが、法人設立１０周年をお迎えになりましたことを、心よりお

慶び申し上げます。 

 ２０１０年の夏に私の地元である福山市沼隈町に、山陽ぬまくま腎クリニックを開院

された際に、当時の辰川自光会⻑と辰川和美副会⻑にご縁をいただいて以来、今後の高

齢者福祉のあり方や地域福祉の充実について、現場の経験に基づくご所見を伺う機会に

恵まれ、ご縁に感謝しております。 

 貴法人の設立に際しては、福山市の第５期介護保険事業計画での施設整備において、

特別養護老人ホームくさどを地域密着型として整備を進められる際に、社会福祉法人と

しての構えを整えて臨むために準備を進められたことが、当時の経緯だったと記憶して

おります。 

 当時は、福山市内の既設の特別養護老人ホームの多くが周辺部に整備されており、市

内中心部での整備の遅れが課題となっていました。中心部での介護ニーズに応えていくための福山市の施策に呼応していただき、

２０１２年の３月に特別養護老人ホームくさどが無事落成式を迎えたことをつい最近の事のように思い返しています。 

 その後、特別養護老人ホームしんがいの誕生や、グループホーム、小規模多機能ホーム、ショートステイ等、１１事業所で構成

される有数の法人に成⻑されましたことは、辰川理事⻑をはじめとして、職員の皆様が利用者や地域の多様なニーズに真摯に向き

合ってこられた結果と感じております。 

昨今、医療と介護の連携が益々求められていますが、社会福祉法人さんようにおかれては、山陽病院をはじめとする辰川会グル

ープが⻑年にわたり培ってこられた地域医療の信頼と基盤を含め、福山市における地域包括ケアシステムの先駆者として、時代を

先取りした新たな目標に向かって邁進されますことを期待しております。 

 １０周年を機会に、貴法人が利用者や地域住⺠から信頼され、愛される法人として益々ご発展されますことを祈念いたします。 

広島県議会議員 三好良治 様 

福山市議会議員 岡崎正淳 様
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社会福祉法人さんよう設立１０周年誠におめでとうございます。 

 さて、１９６０年代後半から少子高齢化社会という言葉が使われ始め、世界に類のない速

さで高齢社会に入り、今では超高齢社会が目前となっています。 

 このような中、社会福祉法人さんようでは、高齢者が安心して生活できる施設として、明

るく家庭的な雰囲気のある、特別養護老人ホームやデイサービス、ショートステイ等様々な

高齢者施策に取り組んでおられます。 

 特に辰川理事⻑は、認知症ケアに力を入れられ、卓越した知識をもとに、認知症に特化し

た施設運営を行うとともに、学習会を主宰して啓発活動にも取り組まれています。また、地

域との連携を重視し、施設の一部を地域に開放するなど、地域とともに歩んでいく経営方針

で運営されています。私たち新涯学区の住⺠も、学区内にこのような施設があることを心強

く感じています。 

 財政面や人材確保等の課題もあると思われますが、今後とも地域と一体となり、ますますご発展されますようご祈念申し上げ、

お祝いの言葉といたします。 

 

 

 

この度は法人設立１０周年を迎えられ、誠におめでとうございます。 

 １０年という期間に、２つの特別養護老人ホームをはじめグループホームや関連の介護

施設を開設され、地域の拠点となる高齢者の福祉施設としての礎を築かれましたことを心

からお慶び申し上げます。そして、辰川理事⻑の「高齢者の介護事業を通して社会のお役に

立ちたい」という志のもと、職員の皆様が心を一つにして真摯に事業に取り組まれている

ことに対し衷心より敬意を表します。 

 辰川会グループ会⻑の辰川自光先生と同じロータリークラブに所属しているご縁で、法

人の設立にあたり、介護事業に対する経験や知識が全くない私ではありますが、監事を引

き受けさせていただきました。爾来１０年、社会福祉法人として顕著な実績をあげられて

いる状況に接することで、私自身、高齢者福祉の意義や重要性、健全な事業運営の在り方等

多くのことを学んでおります。中でも職員の皆様が、高い倫理意識を持って利用者のこと

を考え、利用者に寄り添った丁寧な介護サービスを徹底している姿にはいつも感銘を受けております。 

 さて、個人的なことですが、私の両親共、こちらの施設で大変お世話になってきました。⺟は現在「特別養護老人ホームくさど」

に入所しておりますが、これまでにもショートステイやケアホーム等での施設で⻑年お世話いただいたことで、今日までの日々

を健やかにそして心穏やかに過ごすことができたものと思っております。いかなる状況の中にあっても、いつも適切な介護をし

ていただいたことに対し心より感謝いたしている次第です。 

 団塊の世代すべてが後期高齢者を迎える２０２５年が間近に迫っております。今後ますます高齢者福祉施設の需要は高まります

が、１０年を１つの通過点として更にその先を見据え、これまでのノウハウや経験をもとに、この地域でより質の高い介護サー

ビスを提供していかれることを祈念しております。  

監事 勝岡正剛 様

評議員 倉田秀孝 様 
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事業・施設紹介  

特別養護老人ホーム 
特別養護老人ホームくさど 

ショートステイくさど 
所在地 ：福山市草戸町五丁目８番 24 号 

電話番号：084-973-9911 

居室数 ：特養 29 床、ショートステイ 29 床 

 

 

 

 
 

 

 

 

デイサービス 
デイサービスセンターくさど 
所在地 ：福山市草戸町五丁目８番 24 号 

電話番号：084-925-8822  定員 40 名 

 

 

認知症対応型デイサービス 
ふぁみりえ山陽くさど 
所在地 ：福山市草戸町四丁目 22 番 1 号 

電話番号：084-926-4433  定員 24 名  

 

 

小規模多機能ホーム 
小規模多機能ホームのがみ 
所在地 ：福山市野上町一丁目２番 17 号 

電話番号：084-991-0034  登録定員 29 名 

小規模多機能ホーム つどおう家 
所在地 ：福山市草戸町四丁目 22 番 1 号 

電話番号：084-921-1775  登録定員 29 名 

 

居宅介護支援事業所 
ケアプランセンターくさど 
所在地 ：福山市野上町一丁目２番 17 号 

電話番号：084-973-2855 

 

福山市受託事業 
シルバーハウジング（高齢者世話付住宅） 
所在地 ：福山市⻄深津町⼆丁目 2 番 1 号・2 号 福山市深津住宅１号棟・2 号棟 

電話番号：084-924-0050（生活支援員詰所） 
                                      2022 年３月末 現在 

特別養護老人ホームしんがい 

ショートステイしんがい 
所在地 ：福山市新涯町三丁目 19 番 27 号 

電話番号：084-961-3955 

居室数 ：特養 29 床、ショートステイ 29 床 

グループホームおひさま 
所在地 ：福山市地吹町 13 番 28 号 

電話番号：084-959-3441 

居室数 ：18 室 

グループホーム 
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地域貢献事業 

◆認知症カフェ（オレンジカフェ） 

認知症の人が地域の人や友人と交流を楽しむ場所です。ご家族からも情報交換や気分転換ができる

と好評です。医療・介護の専門職が参加し、優しく、さりげなく支援の手を差し伸べます。 

「オレンジカフェくさど」をはじめ、「オレンジカフェしんがい」も開催しています。 

 

◆多職種で認知症を学ぶ会 

毎月テーマを決め、実際のケアの場面で役立つ知識や技術を共有しています。多くの医療機関や介

護事業所から参加があり、貴重な情報交換の場となっています。 

 

◆認知症サポーター養成講座 

認知症についての広報活動に積極的に取り組んでいます。法人内のキャラバン・メイト（指導者とし

ての講習を受けた職員）が月 1 回、認知症サポーター養成講座を定期的に開催しています。 

 

◆地域食堂（なかよしキッチン） 

特養しんがいで開く地域食堂です。大人同伴であれば小学生以下の子供は無料で、大人も 100 円で

夕食が食べられます。ご近所の方から採れたての野菜やお魚などの差し入れをいただき豪華なメニ

ューが並ぶこともあります。みんなで食事をすることを楽しみに地域の方が集ってこられます。 

 

◆デイサービスの開放（ぼっけぇ元気倶楽部） 

デイサービスセンターくさどは地域交流をしながら楽しく介護予防ができるよう、毎週日曜日に施

設を開放し、運動器具を無料で自由に使えるようにしています。地域の方にとっていつも身近で、気

軽にお立ち寄りいただける場所を目指しています。 

 

◆健康講座 

地域の方々のご要望にお応えし、特養くさどや特養しんがいの地域交流スペースで様々な健康講座

を開催しています。高齢者を取り巻く介護の現状や、認知症についての講座が好評です。 

 

◆出張フレイル予防塾 

福山市から委託を受け、早期の介護予防を目的に医療・介護の専門職が地域の集いの場に伺い、健康

状態の把握や、食事、栄養、口腔（飲み込み）、運動、社会参加の重要性をわかりやすくお伝えして

います。地域の方々が自分の心や身体に目を向け、健康寿命を延ばせるよう取り組んでいます。 

 

◆介護無料相談（ケアローソン大⿊座）※2022 年 3 月 31 日で運営終了 

お買い物のついでに誰でも気軽に介護相談ができる場所として、多くの方に訪れていただきました。

サロンスペースでは定期的にイベントを行い、様々な情報を発信しました。 

 

◆RUN 伴（ランとも） 

「認知症になっても安心して暮らしていける地域をつくりたい」との願いを込め、認知症の人やご

家族、支援者、一般の人がひとつの襷（タスキ）をつなぎゴールを目指すイベントに辰川会グループ

も初回から支援しています。  
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ワークライフバランスに取り組み、 

働きやすい職場作りを目指しています 
 

◆子育て・介護のための正職員短時間勤務制度 
小学校入学前の子供がいる職員及び介護が必要な家族がいる職員は、 

最短 6 時間の勤務（通常 8 時間）を選択することができます。 

短時間勤務取得実績 2021 年度 8 人（社会福祉法人さんよう） 

 

◆事業所内保育所（福山市認可）「おひさま保育園」 
福山市認可の事業所内保育園（対象 0〜2 歳児） 

保育料 一律 15,000 円 

 

◆保育支援制度（正職員） 
◇保育手当：保育所、幼稚園等へ入所した場合に支給（対象 3 歳児以上） 

1 人につき 上限 30,000 円/月 2 人以上 上限 55,000 円/月 

◇学童保育手当：放課後児童クラブ等を利用した場合に支給（対象 小学 1〜6 年生） 

1 人につき 上限 3,000 円/月 

◇病児保育手当：０歳〜就学前の子供が病気になり、病児保育施設を利用して勤務した場合に支給 

かかった費用全額 

 

◆育児休業・介護休業取得者 

育児休業取得実績 2021 年度 3 人（社会福祉法人さんよう） 

介護休業取得実績 2021 年度 0 人（10 年間で 3 人）（社会福祉法人さんよう） 

 

◆⻑時間労働の削減・有給取得率 UP の促進 など 

月平均所定外労働時間 2021 年度 0.3 時間（社会福祉法人さんよう） 

有給休暇取得率    2021 年度 64.9％（社会福祉法人さんよう） 

 

◆認定 

 

 

 

 
「広島県仕事と家庭の両立支援企業」登録   「ふくやまワーク・ライフ・バランス認定事業所」認定   「イクボス同盟ひろしま」メンバー登録 
 

 

10 年以上の勤続職員 
 

 

 

 
 

2022 年３月末 現在 

繁浪 恵美 
笠原 佐和子 
掛谷 緑 
小林 小永子 
三次 あをい 
中村 康子 

岩尾 行浩 
菊田 朋子 
高橋 英美 
中村 容子 
本瀧 まゆみ 
⽯⿊ 由佳 

小谷 和枝 
志田原 邦博 
小林 季実子 
川原 恵 
大成 美保子 
内田 昇 

三島 洋平 
大⻄ 優香 
河村 美香 
⽯井 太美 
田丸 哲也 
佐々木 康子 

田丸 ナルミ 
宮本 恵子 
中川 貴絵 
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将来の福祉を考える 

 
今後日本は少子高齢化・人口減少がさらに進み、2025 年には国⺠の 3 人に 1 人が 65 歳以上となると言われて

います。その後も人口減少は進みますが、高齢者の人口は 2040 年にピークを迎え、高齢者のみの世帯や認知症高

齢者、医療や介護の依存度が高まる後期高齢者が増加して、福祉ニーズはますます複雑化することが予測されます。 

こういった予測に対し行政では、年齢を重ねても住み慣れた地域で安心して暮らせるための取り組みが進められ

ています。そこでこのたび、社会福祉法人さんようの設立 10 周年記念として、福祉分野の施策に大きくかかわっ

ておられます県立広島大学保健福祉学部の手島洋先生と福山市⻑寿社会応援部の神原朋子部⻑にご参集を賜り、将

来の福祉について語っていただきました。 

私たち一人ひとりが当事者意識を持ち、自分たちの未来を一緒に考えていくきっかけとなりましたら幸甚でござ

います。 

 

＜コーディネーター＞ 

手島 洋 氏 

県立広島大学 保健福祉学部 保健福祉学科 講師 

社会学博士 専門分野は、地域福祉、権利擁護 

福山市社会福祉協議会 法人後見審査検討委員会委員⻑、社会福祉法人広島県社会福祉協議会評議員、 

三原市高齢者虐待防止ネットワーク協議会委員⻑、福山市地域福祉計画懇話会座⻑など数々の要職を歴任 

住⺠主体の地域福祉活動、成年後見制度の利用促進、家族介護者の支援、権利擁護システムの構築、 

住⺠活動を支援するコミュニティワークなどを研究テーマとしている 

 

＜パネリスト＞ 

神原 明子 氏 

福山市⻑寿社会応援部⻑ 

１９９４年入庁 

秘書広報課、市⺠生活課、福祉総務課、すこやかセンターなどで勤務 

２０１７年から企画政策課⻑、２０１９年から経済総務課⻑、 

２０２１年から現職 

政策通であり、市の高齢者施策全般において手腕を発揮している 

 

辰川 和美 理事⻑ 

辰川会グループ 社会福祉法人さんよう理事⻑、医療法人辰川会常務理事 

認知症介護指導者 

認定心理士（広島大学教育学部心理学科卒） 

保健医療学修士（言語聴覚分野） 

社会福祉経営学士（日本福祉大学） 

介護事業や医療機関の運営の傍ら、認知症の人の生活のしづらさや、家

族の不安・困惑に対する相談支援や高齢者のフレイル予防などをライフ

ワークとして取り組んでいる  
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未来へ向けて 

 

法人設立１０年の節目に、身に余るご祝辞とたくさんの励ましをいただき、感慨ひとしおでございます。ただた

だ、理事⻑職に恥じないようにとの一念で過ごしてまいりましたが、こうして振り返ってみますと、市⻑様はじめ

多くの関係者、職員の皆様に支えていただいたことを改めて実感し、感謝を申し上げる次第でございます。 

 今日の思いを忘れず、「社会福祉法人さんよう」は、これからも社会のお役に立てるよう、介護事業にも地域貢献

活動にも邁進してまいります。 

現在、法人３つ目となる「地域密着型・特別養護老人ホー

ム アボーデひかり」の整備が決定しており、着々とその

準備を進めています。ここでは、生産性の向上を目指した

考え（１ユニット１５人）を取り入れ、２９床を２ユニット

で運営します。また、これまでに導入した介護ロボットに

加えて音声による介護記録入力など、ICT 化も積極的に進

め、魅力のある介護現場を創造します。多発する複合的か

つ⻑期的災害に対応できるよう地域の避難拠点としての機

能も備える予定でございます。２０２３年度には、既存の

グループホームおひさまの１ユニット追加整備も許可いた

だいておりますので、人材確保や教育の徹底など一層気を

引き締めて業務に励んでまいります。 

 深刻な少子高齢化の影響で、介護人材の不足は大きな課

題となっていますが、これまでのベトナム国・フィリピン

国に加え、ミャンマー国やキルギス共和国の人々も、介護

人材として迎える予定です。「日本式介護」の素晴らしさを

世界に発信する機会ととらえ、私たち自身も誇りをもって、

ともに学び、ともに実践することを楽しみにしています。 

 私たちの人生が「祝福の笑顔とよろこびの言葉」に満ちて始まるように、人生の終わりを精一杯の「感謝の笑顔

とねぎらいの言葉」でお見送りしたいと考えます。そのために、お一人お一人に寄り添う介護をいたします。 

 大切な人生最終章の日々を私たちに任せてくださることに、深い感謝とともに畏敬の念をもって、今後もしっか

りとお支えしてまいります。 

理事⻑ 辰川和美 



 

 

 

 

 
 

行動指針（クレド） 
 

 

１   私たちは、誇りを持って働ける辰川会を作ります 

  ✽ チャレンジ精神を持ち、自ら考え行動します。 

   ✽ 出来ない理由を考える前に、出来る方法を考えます 

   ✽ 分からないことは、すぐに調べてお答えします 

   ✽ 常に向上心を持って勉強を続け、レベルアップし、専門性を高めます 

 

２   私たちは、「ともに歩む」の思いで、優しく寄り添い、心のこもったサービスを提供します 

    ✽ 明るい笑顔で挨拶します 

    ✽ 思いを察して、対応します 

    ✽ 身だしなみは清潔で控えめにします 

    ✽ 分かりやすい言葉でお伝えします 

 

３   私たちは、チームワークを大切にします 

  ✽ 互いに良い点を認め、悪い点は注意し合える職場を作ります 

    ✽ 上司・部下・先輩・後輩・職種・部署を越えて、助け合います 

    ✽ 自分の間違いを素直に認め、改善します 

 

４   私たちは、働き易く安全な環境を作ります 

  ✽ ものを大切にします 

    ✽ すすんで清掃をします 

  ✽ 整理整頓を継続します 

  ✽ 問題意識を持ち、業務改善を行います 

 

５   私たちは、地域に根差した辰川会を作ります 

  ✽ 地域の人にすすんで挨拶します 

  ✽ 医療・介護を通して、地域のお役に立てることを歓びとします 

 

 

 

 

 
 連携施設  

 

 

山陽病院 
所在地 ：福山市野上町⼆丁目 8 番 2 号 

電話番号：084-923-1133 

 

山陽腎クリニック 
所在地 ：福山市野上町一丁目 7 番 8 号 

電話番号：084-928-5500 

 

山陽ぬまくま腎クリニック 
所在地 ：福山市沼隈町草深 2031 

電話番号：084-980-0034 
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